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　わかりにくい題目とは思いますが、この機会をいただ
き、広範囲な分野のリサイクルにおいて、大きな質的飛
躍が期待できる技術を紹介させていただきます。
　リサイクルの意義は、材料・製品分野により多少趣を
異にすると思われますが、省資源、省エネルギー、LCA
優位性は、天然資源・エネルギーの乏しい日本にとって
優先課題であり、そしてそれは、明日の世界にとっても
重要な課題であり、日本がサステナブル社会への移行の
先鞭をつけることには大きな意義があるとの認識は、各
分野の共通認識と思われます。
　アルミについては、1970 年代の２度のオイルショッ
クによる電気代上昇により、製錬事業が実質的に壊滅し
た日本のアルミ産業にとって、原料ポジションはアキレ
ス腱であり、この失地回復の見地からは、リサイクルの
質的革新こそ喫緊の課題と言えます。
　アルミリサイクルの現状は、アルミ缶リサイクルのイ
メージで「リサイクルの優等生」との評価もありますが、
これは、消費者の高い環境意識と自治体による税金を使っ
た回収に負っており、言わば特殊事情であり、アルミ全
体としては、回収したスクラップを溶解し含有成分を確
定し、再生塊として活用するカスケードリサイクルが主
流です。アルミの資源循環の見地からは、筆者の試算では、
国内で投入されるアルミ原料のうち再生原料は 60%弱で
あり、輸出分、溶解ロス分、或いは明らかにリサイクル
に経済合理性がないものを除いても、リサイクル率向上
の余地は大きく、アルミ協会の「アルミニウム技術戦略
ロードマップ」では、上記国内投入原料の約 10%相当量
を新規にリサイクルすることを目標に掲げております。
　筆者等は、数年来、アルミのリサイクルコスト削減と
リサイクル材の純度アップによる水平リサイクルの実現

を目指して、固体スクラップ選別の技術開発に取組んで
きました。透過Ｘ線、蛍光Ⅹ線による非接触・高速選別
を目指したもので（イメージ図ご参照）、大きな成果が
得られましたが、一部の元素の識別に難があり、現在、
究極の選別技術としてレーザーを使用する LIBS（Laser-
Induced Breakdown Spectroscopy）選別の実用化を検討
しております。既に LIBS 選別の基本的な識別性能につ
いては、全てのアルミ合金系の相互選別が可能であるこ
とを確認済であります。
　さらに重要なのは、この識別性能は、あらゆる元素の
検知が可能である LIBS の特性に起因しており、他の金
属類およびプラスチック・ガラス等非金属類で同様の選
別が期待できることです。
　LIBS による精緻な選別技術の実用化は、国内におい
ては水平リサイクルを実現するリサイクルの質的革新を
もたらし、リサイクルがビジネスとして成り立つ範囲を
拡大させ、新たな富を生み出すことが期待されます。一
方、近未来の懸念として、EUで議論されている “Resource 
Efficient Europe” があります。原料に占める一定以上の
再生原料使用比率を義務付けることが主旨と理解されま
すが、ISO、RoHS 指令に見られるように、EUは必ず利
益誘導のツールとして、このコンセプトを使ってくるも
のと推測されます。この場合においても、LIBS 選別に
よるリサイクルの質的革新の実現は、我が国にとって積
極的な対応策になるものと期待されます。
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GaN 基板による高効率・高品質 LED 照明

　　　　～次世代高効率・高品質照明の基盤技術開発～　　　　　 
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CEATEC 展示ブースでの説明風景
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高品質 GaN結晶の低コスト・量産化技術の開発
大阪大学 大学院   教授　森 勇介

このレポートの内容は独立行政法人  新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO) の委託事業「次世代照
明等の実現に向けた窒化物半導体等基盤技術開発」の中で得られた成果の一部です。NEDOでは毎年 10月
頃に開催される「最先端 IT・エレクトロニクス総合展（CEATEC Japan）」に機構を挙げて取り組んでおり、
今年度は、「次世代照明プロジェクト」の成果を出展しました。

プロジェクト参加機関：名古屋大学、大阪大学、豊田合成、イノベーション・センター、リコー　
実　　施　　期　　間：平成 21 年～ 25 年
プ ロ ジ ェ ク ト 概要    ：高演色性・高効率 LEDデバイスを実現するために、高品質GaN基板を低コスト
                                               で育成可能なNaフラックス法と高光取り出し効率が実現できるエピ技術、及び
                                               LED 構造の組合せ技術の実用化を目的としている。
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高演色性・高効率 LEDデバイスのためのエピ技術開発
名古屋大学 大学院　教授　天野 浩
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